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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期

第２四半期連結
累計期間

第73期
第２四半期連結
累計期間

第72期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 6,304,6726,834,30013,104,242

経常利益又は経常損失（△）（千円） △250,786 58,501△507,246

四半期純利益又は四半期（当期）純損失

（△）（千円）
△403,072 52,881△2,865,981

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△465,472 23,744△2,893,327

純資産額（千円） 12,036,3999,491,6089,513,998

総資産額（千円） 17,070,41814,453,83214,768,297

１株当たり四半期純利益金額又は１株当

たり四半期（当期）純損失金額（△）

（円）

△64.11 8.60 △458.60

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 70.5 65.7 64.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△79,040△672,6971,037,900

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△29,235 △35,669 △59,117

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
142,771△46,555△312,388

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高（千円）
712,570 589,5461,344,469

　

回次
第72期

第２四半期連結
会計期間

第73期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

１株当たり四半期純損失金額（△）

（円）
△49.06 △11.74

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第72期第２四半期連結累計期間及び第72

期は１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、第73期第２四半期連結累計

期間は潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第72期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

　　　　 　 （企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）業績の状況

 当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響により、生産及び輸出が大幅に落ち込んだ

後、サプライチェーンの回復に伴い持ち直しの動きが見られたものの、設備投資や個人消費の回復の動きは鈍く、厳

しい状況で推移しました。　

　当社グループの主な事業分野である建設・土木業界におきましても、建設投資は民間・公共投資とも低調に留ま

るなど、厳しい経営環境となりました。

　　　　このような環境のもと、当社グループは製品販売価格の適正化による収益性の向上を図るとともに、当社の強み

　　　を最大限生かした製品の開発と拡販に努め、また全社を挙げての原価低減と経費節減に取り組んだことにより、当

　　　社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は68億34百万円（前年同四半期比 8.4％増）、営業損失は９百万

　　　円（前年同四半期比97.1％減）、経常利益は58百万円（前年同四半期は経常損失２億50百万円）、四半期純利益は

　　　52百万円（前年同四半期は四半期純損失４億３百万円）となりました。

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の残高は、５億89百万円となり、前年同四半期に比べ１億

23百万円の減少となりました。

　当第２四半期連結累計期間における「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、６億72百万円の支出（前年同四

半期比５億93百万円の増加）となりました。

　主な要因としましては、税金等調整前四半期純利益50百万円（前年同四半期は税金等調整前四半期純損失２億76

百万円）を計上しましたが、売上債権・たな卸資産が５億84百万円増加及び仕入債務が３億55百万円減少したこと

によるものです。

　当第２四半期連結累計期間における「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、35百万円の支出（前年同四半期

比６百万円の増加）となりました。主な要因としましては、有形固定資産の取得による支出が31百万円によるもの

です。

　当第２四半期連結累計期間における「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、46百万円の支出（前年同四半期

は１億42百万円の獲得）となりました。主な要因としましては、配当金の支払によるものであります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、９百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,400,000 6,400,000
大阪証券取引所

（市場第二部）

完全議決権株式

であり、権利内

容に何ら限定の

ない当社におけ

る標準となる株

式であり、単元

株式数は 100株

であります。

計 6,400,000 6,400,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。 

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 6,400,000 － 1,290,800 － 1,205,879
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（６）【大株主の状況】

　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

セントラル硝子株式会社 山口県宇部市大字沖宇部5253 1,104 17.25

東洋物産株式会社 大阪府四條畷市中野新町10番１号 618 9.66

北川　芳徳 大阪府交野市 191 3.00

北川　恵以子 札幌市中央区 190 2.97

田中　真知子 大阪市鶴見区 161 2.52

トーアミ従業員持株会 大阪府四條畷市中野新町10番20号 146 2.30

北川　芳仁 大阪府守口市 145 2.28

玉井　美智子 岡山市東区 140 2.19

資産管理サービス信託銀行株

式会社

東京都中央区晴海１丁目８番12号

晴海アイランドトリトンスクエア

オフィスタワーＺ棟

138 2.16

野田　耕藏 福岡県飯塚市 112 1.76

計 － 2,948 46.08

　（注）１．当社は自己株式（248,781株、3.89％）を所有しておりますが、表記しておりません。

２．上記の資産管理サービス信託銀行株式会社の所有株式数は、全て信託業務に係るものであります。
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（７）【議決権の状況】

     ①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　248,700 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式6,148,900 61,489 －

単元未満株式 　普通株式　  2,400 － －

発行済株式総数 6,400,000  － －

総株主の議決権 － 61,489 －

　（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」欄の普通株式は、全て自己保有株式であります。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替構名義の株式が1,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数10個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　（自己保有株式）

　株式会社トーアミ

　大阪府四條畷市

　中野新町10番20号
248,700 － 248,700 3.89

計 － 248,700 － 248,700 3.89
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,344,469 589,546

受取手形及び売掛金 4,910,372 5,064,217

商品及び製品 581,942 647,236

仕掛品 279,055 311,012

原材料及び貯蔵品 1,400,805 1,734,144

その他 100,015 21,983

貸倒引当金 △23,789 △7,863

流動資産合計 8,592,871 8,360,278

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,236,305 1,193,239

機械装置及び運搬具（純額） 454,907 455,001

土地 3,746,531 3,746,531

建設仮勘定 1,700 20,678

その他（純額） 12,596 17,485

有形固定資産合計 5,452,042 5,432,936

無形固定資産

のれん 47,500 38,000

その他 93,710 78,629

無形固定資産合計 141,210 116,629

投資その他の資産

投資有価証券 371,103 356,348

前払年金費用 126,464 106,372

その他 98,504 103,681

貸倒引当金 △13,900 △22,414

投資その他の資産合計 582,171 543,988

固定資産合計 6,175,425 6,093,554

資産合計 14,768,297 14,453,832
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,232,847 1,877,737

短期借入金 1,860,000 1,860,000

未払法人税等 18,178 11,134

繰延税金負債 12,148 91

賞与引当金 84,861 85,601

その他 379,334 468,179

流動負債合計 4,587,370 4,302,745

固定負債

繰延税金負債 354,629 339,668

退職給付引当金 37,434 39,099

役員退職慰労引当金 263,300 268,940

その他 11,564 11,770

固定負債合計 666,928 659,478

負債合計 5,254,299 4,962,224

純資産の部

株主資本

資本金 1,290,800 1,290,800

資本剰余金 1,207,310 1,207,310

利益剰余金 7,066,820 7,073,567

自己株式 △112,696 △112,696

株主資本合計 9,452,234 9,458,981

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 44,440 34,549

繰延ヘッジ損益 17,323 △1,922

その他の包括利益累計額合計 61,763 32,627

純資産合計 9,513,998 9,491,608

負債純資産合計 14,768,297 14,453,832
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 6,304,672 6,834,300

売上原価 5,544,387 5,862,181

売上総利益 760,285 972,119

販売費及び一般管理費 ※
 1,069,049

※
 981,122

営業損失（△） △308,764 △9,003

営業外収益

受取利息 129 83

受取配当金 2,478 3,111

受取賃貸料 3,753 4,115

為替差益 48,452 53,233

その他 12,209 16,003

営業外収益合計 67,022 76,547

営業外費用

支払利息 7,084 6,153

その他 1,961 2,889

営業外費用合計 9,045 9,043

経常利益又は経常損失（△） △250,786 58,501

特別利益

貸倒引当金戻入額 9,947 －

特別利益合計 9,947 －

特別損失

固定資産除却損 195 184

特別退職金 25,633 7,328

環境対策費 9,398 －

特別損失合計 35,227 7,512

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△276,066 50,988

法人税、住民税及び事業税 7,124 6,454

法人税等調整額 119,880 △8,347

法人税等合計 127,005 △1,892

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△403,072 52,881

四半期純利益又は四半期純損失（△） △403,072 52,881
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△403,072 52,881

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △58,370 △9,891

繰延ヘッジ損益 △4,029 △19,245

その他の包括利益合計 △62,400 △29,136

四半期包括利益 △465,472 23,744

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △465,472 23,744

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△276,066 50,988

減価償却費 198,095 129,345

のれん償却額 9,500 9,500

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13,574 △7,412

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,569 740

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,500 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,027 1,665

前払年金費用の増減額（△は増加） 11,023 20,091

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,880 5,640

受取利息及び受取配当金 △2,607 △3,194

支払利息 7,084 6,153

固定資産除却損 195 184

売上債権の増減額（△は増加） 583,386 △153,844

たな卸資産の増減額（△は増加） △637,511 △430,589

仕入債務の増減額（△は減少） 164,300 △355,110

その他 △175,710 68,910

小計 △138,047 △656,932

利息及び配当金の受取額 2,612 3,228

利息の支払額 △7,054 △6,213

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 63,448 △12,780

営業活動によるキャッシュ・フロー △79,040 △672,697

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △23,084 △31,651

有形固定資産の除却による支出 △10 △18

無形固定資産の取得による支出 △4,382 △2,079

投資有価証券の取得による支出 △2,008 △2,071

投資有価証券の売却による収入 250 150

投資活動によるキャッシュ・フロー △29,235 △35,669

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 190,000 －

自己株式の取得による支出 △35 －

配当金の支払額 △47,192 △46,555

財務活動によるキャッシュ・フロー 142,771 △46,555

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 34,495 △754,922

現金及び現金同等物の期首残高 678,074 1,344,469

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 712,570

※
 589,546
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

運送料 466,643千円　　 446,205千円

賞与引当金繰入額 28,964 25,503

役員賞与引当金繰入額 7,500 －

役員退職慰労引当金繰入額 5,880 5,640

退職給付費用 29,353 23,041

  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

現金及び預金勘定 712,570千円 589,546千円

現金及び現金同等物 712,570 589,546
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

　定時株主総会
　普通株式 47,153 7.50平成22年３月31日平成22年６月30日　利益剰余金

　　　　　　（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

　　　　　　　　　会計期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月８日

　　取締役会
　普通株式 47,152 7.50平成22年９月30日平成22年12月６日　利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

　定時株主総会
　普通株式 46,134 7.50平成23年３月31日平成23年６月30日　利益剰余金

　　　　　　（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

　　　　　　　　　会計期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月７日

　　取締役会
　普通株式 46,134 7.50平成23年９月30日平成23年12月５日　利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成23年４月１日　至平成23年９月30日）　

　当社グループは、土木建築用資材事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

　期純損失金額（△）
△64円11銭 8円60銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△403,072 52,881

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△403,072 52,881

普通株式の期中平均株式数（株） 6,287,063 6,151,219

　
（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第２四半期連結累計期間については１株当たり四半

　　期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため、当第２四半期連結累計期間については潜在株式が存在し

　　ないため記載しておりません。　

　　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　平成23年11月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　（イ）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　46,134千円

　　（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　７円50銭

　　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　　平成23年12月５日

　（注）平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月７日

株式会社トーアミ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 辻内　　章　　　　　印  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松嶋　康介　　　　　印  

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社トーアミの

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トーアミ及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注） １. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　       ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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